
多肉植物寄せ植え

■置き場所

・エアコンなど風が直接当たる場所は避けてください。

・寒さが苦手ですので、冬場は窓際に置かず、室内のなるべく暖かい場所に置いてください。

■水やり　※底面に水抜け穴がある器と、穴が無い器とで若干異なります。

・真夏と真冬は、水遣りは月1回程度で、量も控えめにしてください。

・水を与えるときは、葉の上に直接注ぐのではなく、株元に注ぐようにしてください。

　葉に水滴がついたままにしておくと、葉が腐る原因になります。

■肥料

■植替え

※万が一、配送中に植物が折れていたり、破損していた場合等は、

到着後3日以内にご連絡ください。代替品をお送りさせていただきます。

※商品不具合のお申し出、管理方法、その他ご質問等は下記までお問合せください。

【水抜け穴がある器、無い器共通】

多肉植物はゆっくりと成長するので、増やしたい時以外は肥料は基本的に必要はありません。化

成肥料は使わないでください。肥料をあげすきると、紅葉しなくなります。肥料は植え替え時

に、窒素分の少ないゆっくり長く効くの有機質肥料を鉢底に入れてあげます。たい肥を入れる場

合は、ゆっくりと効く牛ふんたい肥をねかしたものを使うようにしてください。

２年に１度を目安に植え替えます。植え替え時期は冬眠している時など、成長期の前にします。

大きい鉢に植え替えると失敗しますので、ご注意ください。

・年間を通して日光があたる窓辺などで管理してください。

【底面に水抜け穴が無い器の場合】

器の底に水が溜まらずに、土全体が湿る程度に水遣りしてください。底に穴の開いていない器に

植えてありますので、水遣りは月に2回程度で十分です。

【底面に水抜け穴があいている器の場合】

鉢底穴から水が出てくる程度の量を与えてください。鉢皿に水が溜まったままになっていると、

底穴から水を吸いあげて、土が湿った状態になりますので、鉢皿に溜まった水は捨ててくださ

い。水遣りは月に2～3回程度で十分です。
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